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人
間
は
忘
れ
や
す
く
、
市
場
は
移
ろ
い

や
す
い
。
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）欧
州
委
員
会
、

欧
州
中
央
銀
行
（
Ｅ
Ｃ
Ｂ
）
と
国
際
通
貨

基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
は
８
月
５
日
午
前
、
ギ

リ
シ
ャ
の
財
政
再
建
進
ち
ょ
く
状
況
に
関

し
、「
力
強
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
」
な

ど
と
の
報
告
を
公
表
し
た
。
だ
が
、
同
日

午
後
に
行
わ
れ
た
ト
リ
シ
ェ
Ｅ
Ｃ
Ｂ
総
裁

の
記
者
会
見
で
は
同
国
の
話
題
が
一
切
上

が
ら
ず
、最
後
に
総
裁
自
ら
が「
ギ
リ
シ
ャ

に
関
す
る
質
問
が
ま
っ
た
く
出
な
い
こ
と

を
非
常
に
喜
ば
し
く
思
う
」
と
、
や
や
皮

肉
交
じ
り
に
切
り
出
し
た
ほ
ど
だ
っ
た
。

　
「
区
切
り
の
イ
ベ
ン
ト
」
直
後
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
記
者
団
が
質
問
を
失
念
し
た

ギ
リ
シ
ャ
債
務
危
機
。
し
か
し
振
り
返
れ

ば
、
同
危
機
に
端
を
発
し
た
欧
州
信
用
不

安
は
、
５
月
上
旬
「
米
証
券
大
手
リ
ー
マ

ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
破
綻
時
に
匹
敵
」（
ト

リ
シ
ェ
総
裁
）
す
る
ほ
ど
高
ま
っ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
最
大
７
５
０
０
億
ユ
ー
ロ
に

上
る
金
融
安
定
化
策
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
ユ
ー
ロ

圏
各
国
債
買
い
取
り
、
銀
行
特
別
検
査
結

果
の
公
表
な
ど
、
一
連
の
封
じ
込
め
策
が

奏
功
し
、
危
機
は
沈
静
化
。
だ
が
、
そ
の

背
景
に
あ
る
ユ
ー
ロ
圏
各
国
間
の
不
均
衡

と
い
う
、
欧
州
単
一
通
貨
ユ
ー
ロ
が
抱
え

る
構
造
問
題
は
残
っ
た
ま
ま
だ
。

　

今
回
の
危
機
で
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
ユ
ー

ロ
離
脱
な
ど
ユ
ー
ロ
圏
解
体
の
観
測
が
ま

こ
と
し
や
か
に
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
ユ
ー
ロ
導
入
か
ら
10
年
以
上
が
経

過
。
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
ス
マ
ギ
理
事
は
７
月
26
日

付
の
独
紙
掲
載
の
寄
稿
で
「
ド
イ
ツ
の
家

計
、
企
業
、
銀
行
は
ユ
ー
ロ
圏
他
国
に
３

兆
ユ
ー
ロ
以
上
の
金
融
資
産
を
保
有
し
て

お
り
、
こ
れ
は
同
国
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ

Ｐ
）
の
１
２
０
％
に
相
当
す
る
」
と
指
摘

す
る
よ
う
に
、
経
済
・
金
融
の
一
体
化
が

こ
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
現
状
を
踏
ま
え
れ

ば
、「
解
体
」
は
荒
唐
無
稽
に
見
え
る
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
「
解
体
」
議
論
が
持

時
事
通
信
社
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
支
局
特
派
員

髙
岡 

秀
一
郎

  
ワ
ー
ル
ド
・レ
ポ
ー
ト 

〜
特
派
員
の
眼
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ユーロ
圏
の
不
均
衡
、対
処
必
要
に

＝
危
機
は
沈
静
化
、課
題
な
お
山
積
＝
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ち
上
が
る
の
は
、
ユ
ー
ロ
導
入
後
も
域
内

各
国
経
済
の
不
均
衡
は
縮
ま
る
ど
こ
ろ
か
、

む
し
ろ
拡
大
し
て
い
る
た
め
だ
。
ユ
ー
ロ

圏
は
果
た
し
て
、
一
つ
の
中
央
銀
行
（
Ｅ

Ｃ
Ｂ
）
が
全
体
の
金
融
政
策
を
仕
切
る
の

に
ふ
さ
わ
し
い
最
適
通
貨
圏
な
の
か
。
ど

ん
な
に
ト
リ
シ
ェ
総
裁
が
ユ
ー
ロ
圏
は

「
運
命
共
同
体
」
で
あ
り
、
各
国
の
経
済

的
な
違
い
は
米
国
各
州
の
違
い
の
よ
う
な

も
の
と
力
説
し
て
も
、
そ
ん
な
根
源
的
な

疑
問
が
景
気
低
迷
の
た
び
に
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
る
宿
命
に
あ
る
。

◇
低
金
利
が
危
機
を
も
た
ら
し
た

　

ギ
リ
シ
ャ
の
ユ
ー
ロ
導
入
は
２
０
０
１

年
。
以
降
、
08
年
に
金
融
危
機
が
深
刻
化

す
る
前
ま
で
、
同
国
の
経
済
成
長
率
は
お

お
む
ね
年
間
４
％
以
上
と
、
ユ
ー
ロ
圏
全

体
を
上
回
る
伸
び
を
謳
歌
し
た
。

　

強
固
な
経
済
基
盤
を
持
た
な
い
ギ
リ

シ
ャ
の
成
長
を
支
え
た
の
が
、
ユ
ー
ロ
の

信
用
力
を
拝
借
し
た
こ
と
に
よ
る
金
融
条

件
の
改
善
だ
。
ギ
リ
シ
ャ
国
債
と
、
欧
州

内
で
最
も
信
用
力
の
高
い
ド
イ
ツ
国
債
の

10
年
物
利
回
り
格
差
は
１
９
９
８
年
に

３
・
90
％
も
開
い
て
い
た
が
、
導
入
直
前

よ
り
縮
小
基
調
と
な
り
、
07
年
に
は
０
・

27
％
に
ま
で
縮
ま
っ
た
。

　

ま
た
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
金
融
政
策
は
、
ド
イ
ツ

な
ど
ユ
ー
ロ
圏
中
核
国
の
動
向
に
左
右
さ

れ
る
傾
向
に
あ
る
。
ド
イ
ツ
は
ユ
ー
ロ
導

入
以
降
、
長
ら
く
景
気
低
迷
に
見
舞
わ
れ

て
お
り
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
政
策
金
利
は
ギ
リ

シ
ャ
に
と
っ
て
低
め
に
推
移
。
さ
ら
に

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
経
済
の
常
と
し
て
、
同

国
の
イ
ン
フ
レ
率
は
ユ
ー
ロ
圏
全
体
よ
り

加
速
し
た
た
め
、
実
質
金
利
も
極
め
て
低

い
水
準
と
な
っ
た
。

　

か
く
し
て
低
金
利
で
の
資
金
調
達
が
可

能
と
な
っ
た
ギ
リ
シ
ャ
で
は
、「
持
続
不

可
能
な
、
極
め
て
拡
大
的
な
財
政
政
策
」

（
ド
イ
ツ
連
邦
銀
行
７
月
月
報
）
に
よ
り
、

「
内
需
が
長
期
に
わ
た
っ
て
自
国
の
生
産
、

収
入
を
超
過
し
た
」（
同
）
状
況
が
続
い
た
。

同
国
財
政
赤
字
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
は
導
入
以

降
、
Ｅ
Ｕ
の
財
政
規
律
「
安
定
・
成
長
協

定
」
で
定
め
ら
れ
た
３
％
以
下
を
守
れ
た

た
め
し
が
な
く
、
累
積
債
務
も
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

１
０
０
％
前
後
の
高
水
準
で
推
移
し
た
。

　

同
国
の
経
済
競
争
力
も
急
速
に
損
な
わ

れ
て
い
っ
た
。
01
年
か
ら
08
年
に
か
け
て

の
労
働
コ
ス
ト
指
数
の
伸
び
率
は
年
率
で

０
・
５
％
～
13
・
６
％
。
域
内
の
輸
出
大

国
ド
イ
ツ
が
賃
金
抑
制
に
よ
り
、
０
・
８

～
２
・
６
％
と
緩
や
か
な
伸
び
に
と
ど
ま

り
国
際
競
争
力
を
回
復
し
た
の
と
は
対
照

的
な
展
開
と
な
っ
た
。

　

結
果
、
97
年
か
ら
01
年
ま
で
の
年
平
均

で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
６
・
７
％
の
マ
イ
ナ
ス
だ
っ

た
ギ
リ
シ
ャ
の
財
政
収
支
は
、
金
融
危

機
が
深
刻
化
す
る
前
の
07
年
に
は
同
14
・
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７
％
に
ま
で
赤
字
幅
を
拡
大
。
一
方
、
ド

イ
ツ
の
経
常
収
支
は
01
年
ま
で
の
年
平
均

で
０
・
８
％
の
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
が
、
07

年
に
は
プ
ラ
ス
７
・
９
％
に
達
し
た
。

　

こ
う
し
た
ユ
ー
ロ
圏
内
の
不
均
衡
は
、

世
界
的
な
好
景
気
、
ギ
リ
シ
ャ
経
済
自
体

の
高
成
長
に
隠
れ
る
格
好
で
、
静
か
に
広

が
っ
て
い
た
。
そ
し
て
債
務
危
機
を
き
っ

か
け
に
、
そ
の
ぜ
い
弱
性
が
一
挙
に
白
日

の
下
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

域
内
の
不
均
衡
拡
大
に
つ
い
て
、
Ｅ
Ｃ

Ｂ
の
ス
マ
ギ
理
事
は
７
月
９
日
、
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
市
内
の
パ
ネ
ル
討
論
で
、「
国
家

信
用
リ
ス
ク
の
み
な
ら
ず
、
銀
行
リ
ス
ク

に
も
影
響
し
た
」
と
指
摘
し
た
。

　

銀
行
は
自
国
国
債
を
保
有
し
、
資
金
繰

り
の
際
に
国
債
が
有
力
な
担
保
手
段
と
も

な
る
。
国
債
の
信
用
低
下
は
、
銀
行
の
健

全
性
や
支
払
い
能
力
に
対
す
る
懸
念
に
も

つ
な
が
る
た
め
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
な
ど
Ｅ
Ｕ
当
局

に
と
っ
て
、
ユ
ー
ロ
圏
の
域
内
不
均
衡
は

欧
州
信
用
不
安
を
契
機
に
、
も
は
や
見
過

ご
し
が
た
い
事
態
に
ま
で
発
展
し
た
と
言

え
る
。

　

し
か
し
不
均
衡
の
是
正
と
な
る
と
、
言

う
は
易
し
だ
が
、
そ
の
実
行
は
極
め
て
難

し
い
。
ま
ず
は
ギ
リ
シ
ャ
。
ス
ト
や
デ
モ

の
頻
発
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
務
員
給

与
の
抑
制
や
年
金
制
度
改
革
が
可
決
す

る
な
ど
、
構
造
改
革
は
着
実
に
進
ん
で
い

る
。
市
場
か
ら
自
力
で
資
金
調
達
で
き
ず
、

ユ
ー
ロ
圏
他
国
や
Ｉ
Ｍ
Ｆ
か
ら
の
融
資
に

頼
っ
て
い
る
状
況
で
は
他
に
選
択
肢
が
な

い
の
も
実
情
だ
ろ
う
。

◇
黒
字
国
に
も
圧
力
か
か
る

　

ギ
リ
シ
ャ
な
ど
経
常
赤
字
国
だ
け
で
は

な
く
、
黒
字
国
ド
イ
ツ
に
も
不
均
衡
是
正

の
「
圧
力
」
が
掛
か
っ
て
い
る
。
ま
ず
声

を
上
げ
た
の
は
、
09
年
に
ド
イ
ツ
が
国
別

で
は
最
大
の
貿
易
黒
字
（
２
７
４
億
ユ
ー

ロ
）
を
稼
い
だ
隣
国
フ
ラ
ン
ス
だ
。
ラ
ガ

ル
ド
仏
財
務
相
は
「
ユ
ー
ロ
圏
の
連
帯
に

基
づ
き
経
済
政
策
を
調
整
す
べ
き
だ
。
輸

入
や
国
内
消
費
に
も
注
意
を
払
う
必
要
が

あ
る
」
と
、
独
の
内
需
拡
大
を
訴
え
た
。

　

ま
た
ス
マ
ギ
Ｅ
Ｃ
Ｂ
理
事
も
、
ド
イ
ツ

が
貿
易
黒
字
の
割
に
は
成
長
率
が
低
い
点

を
指
摘
し
、
ユ
ー
ロ
圏
各
国
と
比
べ
て
も

過
剰
に
規
制
さ
れ
て
い
る
同
国
の
サ
ー
ビ

ス
・
小
売
り
産
業
で
、
規
制
緩
和
を
通
じ

た
成
長
拡
大
を
求
め
た
。

　

こ
う
し
た
「
圧
力
」
に
対
し
、
ド
イ
ツ

連
邦
銀
行
（
中
央
銀
行
）
は
７
月
月
報
で

反
論
を
試
み
た
。
ま
ず
黒
字
国
の
輸
入
拡

大
に
よ
る
不
均
衡
是
正
に
つ
い
て
、
連
銀

は
「
独
が
10
％
輸
入
を
増
加
さ
せ
た
と
し

て
も
、ス
ペ
イ
ン
、ポ
ル
ト
ガ
ル
、ギ
リ
シ
ャ

の
経
常
収
支
を
０
・
25
％
程
度
し
か
改
善

し
な
い
」
と
分
析
。
要
は
、
ド
イ
ツ
の
輸

入
増
は
対
独
貿
易
黒
字
を
稼
い
で
い
る
国
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が
恩
恵
を
受
け
る
だ
け
で
あ
っ
て
、「
経
常

収
支
赤
字
の
問
題
は
、
根
本
的
に
は
赤
字

当
該
国
自
ら
に
よ
っ
て
の
み
解
決
で
き
る

の
は
明
ら
か
」
と
突
き
放
し
た
。

　

さ
ら
に
黒
字
国
の
構
造
改
革
に
つ
い
て
、

連
銀
は
「
ド
イ
ツ
の
観
点
か
ら
す
る
と
有

意
義
」
と
し
な
が
ら
も
、「
ユ
ー
ロ
圏
経

常
赤
字
国
の
適
正
化
が
著
し
く
楽
に
な
る

か
ど
う
か
は
疑
問
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。

　

不
均
衡
是
正
ば
か
り
で
は
な
く
、
是
正

の
前
段
階
で
あ
る
不
均
衡
の
監
視
も
難
し

い
。
ト
リ
シ
ェ
総
裁
が
７
月
９
日
に
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
市
内
で
行
っ
た
講
演
の
中
で
、

「
財
政
規
律
の
監
視
強
化
だ
け
で
は
十
分

で
は
な
く
、
マ
ク
ロ
経
済
の
監
視
強
化
も

必
要
」
と
強
調
す
る
な
ど
、
同
監
視
の
必

要
性
は
独
仏
や
Ｅ
Ｕ
当
局
者
ら
も
認
め
る

と
こ
ろ
だ
。
し
か
し
問
題
は
、
ど
の
よ
う

に
実
践
す
る
か
だ
。
何
し
ろ
、「
実
効
性

あ
る
マ
ク
ロ
経
済
の
監
視
を
確
立
す
る
試

み
は
未
知
の
世
界
」（
独
連
銀
）
と
言
え
る
。

　

さ
ら
に
、「
マ
ク
ロ
経
済
監
視
」
は
ユ
ー

ロ
圏
レ
ベ
ル
で
の
「
経
済
政
府
」
を
連
想

さ
せ
か
ね
な
い
。
ユ
ー
ロ
圏
「
経
済
政
府
」

の
設
立
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
政
治
的
な
独
立
性

を
快
く
思
っ
て
お
ら
ず
、「
超
国
家
的
」

な
Ｅ
Ｃ
Ｂ
へ
の
対
抗
軸
を
作
り
た
い
フ
ラ

ン
ス
の
積
年
の
持
論
だ
。
一
方
、
ド
イ
ツ

は
独
立
し
た
中
銀
が
物
価
安
定
維
持
の
た

め
に
は
不
可
欠
と
し
て
、
仏
が
唱
え
る
よ

う
な
ユ
ー
ロ
圏
「
経
済
政
府
」
に
疑
い
の

ま
な
ざ
し
を
向
け
る
。

　

こ
の
あ
た
り
に
き
な
臭
さ
を
感
じ
て
い

る
の
だ
ろ
う
。独
連
銀
は
７
月
月
報
で
、「
マ

ク
ロ
経
済
監
視
」
に
お
け
る
実
効
性
あ
る

措
置
は
、
対
象
国
の
明
白
に
間
違
っ
た
動

向
に
対
し
て
行
う
よ
う
に
限
る
べ
き
で
あ

り
、「
超
国
家
的
な
当
局
に
よ
る
包
括
的

な
マ
ク
ロ
経
済
調
整
は
認
め
ら
れ
な
い
」

と
の
主
張
を
展
開
し
た
。

　

ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
キ
プ
ロ
ス
ま
で
。
経
済

的
な
結
び
つ
き
は
強
い
と
い
え
ど
も
産
業

構
造
や
政
策
が
ば
ら
ば
ら
な
主
権
国
家
16

カ
国
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
独
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
に
あ
る
Ｅ
Ｃ
Ｂ
が
こ
れ
ら
の
国
の
金

融
政
策
を
一
手
に
担
う
ユ
ー
ロ
圏
。
域
内

不
均
衡
は
あ
る
意
味
、
ユ
ー
ロ
発
足
時
か

ら
存
在
す
る
古
く
て
新
し
い
問
題
だ
。

　
「
ユ
ー
ロ
圏
全
体
で
の
物
価
安
定
を

ユ
ー
ロ
導
入
国
は
当
て
に
で
き
る
が
、
多

く
の
経
済
政
策
的
な
責
務
は
各
国
当
局
の

手
に
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
と
い
う
の
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
設
立
当
初
か

ら
わ
れ
わ
れ
が
発
し
て
い
る
永
遠
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
と
、ト
リ
シ
ェ
総
裁
は
強
調
す
る
。

ギ
リ
シ
ャ
危
機
は
、
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

な
お
ざ
り
に
し
て
き
た
欧
州
政
治
に
対
し
、

真し
ん

摯し

な
回
答
を
促
し
て
い
る
と
言
え
そ
う

だ
。　
　
　
（
た
か
お
か 

し
ゅ
う
い
ち
ろ
う
）




